
１学期をふりかえって 

  

正確には１学期は８月３１日までですが、授業（補習学習を除く）があるのは今週までです。 

１学期は生徒一人ひとりにとって、どのような時間だったでしょうか。一つでも、少しでも手応え（成功や

失敗から得られたもの）や、達成感などを感じた「成長」があったのではないでしょうか。 

 また、ご家庭での１学期の様子を親子で話せる時間があれば、おのずと感謝の気持ち（気恥ずかしくて言

葉には出さないかもしれませんが）を生徒は思い起こせると思います。 

 また、私たち教職員のふりかえりも当然、行います。成果と課題をしっかり見極め２学期に向けて活かし

ていきたいと思います。 

今年度は、学校運営協議会（コミュニティスクール委員会）が設置され、保護 

者・地域、関係機関、学識経験者の皆様との熟議をもとに、教育活動をさらに 

よりよくできる体制となりました。体育大会では地域コーディネーターの三浦 

さんが学生ボランティア６名をご紹介くださり、大変、助かりました。 

第二回の学校運営協議会は７月１８日（木）に実施されます。 

 そして、５月号でもお知らせした「杏プロジェクト」も地域の方との交流が 

できました。プロジェクトメンバーの学習用端末を使った情報共有や報告書の迅速さには頼もしさを感じま

した。部活動、塾や習い事、生徒会等の盛沢山ある放課後をうまく時間を活用してくれたメンバーに感謝し

ています。何よりうれしく思うのは、生徒や学習活動にご協力いただく皆様に感謝できる瞬間だと個人的に

は感じます。ここでこっそりお伝えしますが、今日の（何日の）何時間目の授業、見に来てくださいや部活

動、見に来てくださいと言ってもらえることに有難く、校長冥利に尽きると思っています。 

 ７月号の写真は、大会や試合、コンクール等でクローズアップされにくい部活動を中心に掲載させていた

だきます。（タイミングを逸してしまった部活動は後日、ご紹介させていただきます。） 

             

                          
      

                        

 

     

 

７月２２日から２６日まで三者 

面談、２６日から２８日までの 

夏季学園もありますが、どうぞ 

よろしくお願いいたします。 

１学期の教育活動へのご理解、 

ご協力をありがとうございました。 

  

 
港区立高松中学校 学校だより<第４号> 

令和６年７月１６日 校長 中山 幸子 

創立１９４９年（昭和２４年） 高松中学校は今年度で７５周年を迎えました。港区高輪１-１６-２５ 

 

 

 茶道部恒例の浴衣

を着でのお点前をご

指導いただきまし

た。お菓子は落雁で

す。みんな素敵です

ね。夏の風物詩のよ

うです。 

こちらも、小中交流の部活動体験の

様子です。相手をしているのは都大

会出場の先輩です。都大会は今月２

２日、２３日です。 

 

右上下は、小中交流時の

吹奏楽部の管楽器と打楽

器の体験の様子です。楽

しそうですね。 

  

 
 

 科学部は、スト

ローの笛づくり

を、陸上部は雨で

屋内練習をしてい

る様子を、華道部

はお師匠さんの説

明を真剣に聞いて

いるところを掲載

しました。 


